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月曜日 キッチンよつば火曜日
自然農法・有機野菜中心の自然食ランチ

）円051後食（ 円002物み飲　円007チンラ●
●ケーキ 100 円

タンドリーバスルーム第１,3,5
水曜日
インド人シェフが作る本格カレー

）円001後食（ 円002物み飲　円006チンラ●

オールフォーユー
毎回違った麺が味わえる麺ランチ

）円051後食（ 円002物み飲　円056チンラ●

キッチン絆木曜日
野菜中心のヘルシーランチ

）円001後食（ 円002物み飲　円007チンラ●
●モーニング 300 円

里まちカフェ めぐみえん
無農薬野菜と玄米を使った創作弁当

）円051後食（ 円052物み飲　円007チンラ●
●塩焼きそば 500 円　●モーニング 300 円

優・食チャチャ
地産地消の食材中心 バランスのよいランチ

）円001後食（ 円002物み飲　円006チンラ●
●デザート 120 円

名古屋学芸大学
Canteen土曜日

管理栄養学部の学生が作るランチ

●ランチ 500 円　飲み物 200 円

日進絆子ども食堂第2
日曜日
地域の子どもたちと大人たちの居場所

●ランチ 高校生以下無料・大人 500 円
●飲み物 200 円

第 2,4
水曜日

第 1,2,5
金曜日

第 3,4
金曜日
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ランチ 　）了終いだし切売（ 00:41～03:11 喫茶 9:00 ～ 16:00　※電話予約できます 0561-75-6650

 電　話 0561-75-6650
 ファクス 0561-73-5810
 電子メール nigiwai@me.ccnw.ne.jp
 ウェブサイト https://shimin-kouryu.net

日進市にぎわい交流館
開館時間　サロン 8:30 ～17:15 / 会議室 8:30 ～22:00
休館日　年末年始（12 月 28 日～1月 4日）
〒470-0122 愛知県日進市蟹甲町中島 277-1

市民サロンの催し情報

市民のみなさんの力作を見に来て！

ギャラリー 8:30 ～17:15
（最終日は15:00まで）

おいしいランチと素敵な音楽で憩いのひとときを

ランチコンサート 12:00 ～13:00

無料のお茶もご用意しています。 いつでもお越しください！　※最新情報はウェブサイトをご覧いただくか、 お問い合わせください

　『にっしん婚活応援事業』『交通安全啓発活動』『ゴミゼロ運動』
『成人式運営補助事業』『おもてなしお茶会』、各地区の夏祭りでの
盆踊りの踊り手など、市の事業や地区のイベントなどを陰で支える
「日進市地域女性団体連絡協議会」（以降、「地女連」）。73年の長
きにわたる、社会貢献が認められ、平成29年の「地方自治法施行70
周年記念式典」では、愛知県知事から感謝状が授与された。
　代表の佐藤里美さんに、活動のこと、これからの展望、ご自身のこ
となどお話をお聞きした。

  第1月・第 3 金　手作りサークル PiPPi
 第 2・3・5月 スマイルハウス
 　　　第 4月 手づくりもん工房 
 　　　　火 キッチンよつば

月曜日担当の「愛歩協力会」さんは
3月 31日をもって、ワンデイシェフを
卒業いたしました。
長年、美味しいランチを提供してくださり
ありがとうございました。お疲れ様でした。
新しいワンデイシェフを募集中です。
今後も変わらぬご愛顧を
よろしくお願いいたします。

［特集］ 市民活動インタビュー 
 日進市地域女性団体連絡協議会

代表　佐藤里美さん

［特集］ 市民活動インタビュー 
 日進市地域女性団体連絡協議会

代表　佐藤里美さん
［20 号特別企画］ 
「愛知池の魅力発見！
渡り蝶を通じて生物多様性を学ぶ」 
事業の今

［20 号特別企画］ 
「愛知池の魅力発見！
渡り蝶を通じて生物多様性を学ぶ」 
事業の今

渡り蝶の来る丘は
できたのだろうか？
渡り蝶の来る丘は
できたのだろうか？

    第 1水 ワンズパス
 第 2・4 水 雑貨屋 Knit.
 　　　　木 薔薇しかない花屋
 木 赤池サークル会 ）期定不（ 

手作りの品・こだわりの逸品がお買い得！
マーケット10:00～16:00 （時間は出店者により異なる場合があります）

新型コロナウィルス感染症対策として当面の間、ワンデイシェフの喫茶とランチ及び無料のお茶の
提供、ランチコンサートはお休みさせていただいております。マーケット、ギャラリーは再開していると
ころもあります。再開につきましては本館ウェブサイトをご覧ください。

募集中 !!
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遊び感覚で楽しみながら
　40年前、夫の転勤で日進に移り住んだ佐藤さんは、早期退職し
た53歳まで生命保険会社の営業職として懸命に働いていた。その
間は家庭と仕事で手一杯で、地域とのつながりはほとんどなかっ
た。退職してみると家以外、居場所がないことに気づき驚いた。
　「どうしよう、何かしたいと思っていたときに、回覧板で『折戸
女性会着付けクラブ』のチラシを見て、やってみたいなと軽い気持
ちで入会したんです」これが佐藤さんの市民活動の始まりだ。
　『折戸女性会』の地区リーダーを務めていた頃、当時の『地女
連』の会長が病気になってしまった。「その方に頼まれましてね。
あなたが倒れたら困るから」と佐藤さんが後を引き継ぐことに

なった。最初は着付けクラブだけのはずが、今では3団体に籍を置
いている。
　『地女連』の会長になって3年。最初は無我夢中で、要否を見極
めて不要なものはやめていこうと考えた。不要だと思うものに毎年
行われる一泊研修があった。費用もかかるし、それよりももっと社
会情勢だとか虐待問題だとか、やるべきことがあるのではないの
か。そう思いながら参加した一泊研修で、寝食を共にするうちに考
えが変わっていった。「これは必要。絆が大事。絶対にやめてはい
けない。意気込んでやるよりも他の役員さんの声に耳を傾けて、一
緒に歩んでいく方がいい会になる」『和を以って貴しと為す』だ。
　「活動は楽しいですよ。遊び半分でやるのはだめだけど、遊び感
覚で楽しくやる。いろんな人に会えるし、日進のことが隅々までわ
かることがおもしろいですね」

婚活で地域活性化！
　『地女連』の活動の一つに『にっしん婚活応援事業』がある。
地域活性化のために始めた、10年以上続くメイン事業だ。企画か
ら運営まで全てを行い、毎回5～10組のカップルができている。　
「どの子が気になるの？ちょっと待っててよー」会場では参加者の
様子に目配り気配りしながら、役員さんたちは忙しそう動き回る。
「来てくださる方がみんな真剣だから、何とかしてあげたいんで
す。だから役員みんなが世話焼きおばさんに
なって忙しいですよ」と笑顔で話す。
　「近々、結婚される方たちがいるよう
で、結ばれると嬉しいですね」。今までに
16組程がゴールインしているそうだ。ここで
の出会いが生涯の縁を結ぶ。『地女連』の活動
は人と人と、人と地域のつながりをつくっている。

①年 2回、街頭で交通安全啓発グッズを配付している
②わいわいフェスティバルにも毎年、出展している
③旧市川家住宅ひな祭りおもてなしの様子
④岩崎城菊花大会おもてなしの様子
⑤年 2~３回発行している『地女連だより』
各地区の盆踊りの踊り手や成人式のお手伝いなど、
縁の下で地域を支えている

　子どもの頃の夢は正義のヒーロー月光仮面。高校生のとき、
障がいを持つ同級生がスリッパを投げられたり、つばを吐かれ
たりしてイジメに悩んでいた。「私に任せなさい」と、休み時間
に室長を呼び出し注意した。さらに担任の先生にも「あなたの
クラスはなってない。イジメをしている」と怒ったそうだ。　　
　それからその子へのイジメは収まり一件落着。しかしその
後、矛先は佐藤さんに向けられた。文化祭で司会を勤めたと
き、男子から「ばか死ね」などの罵声が飛んできた。しかし佐
藤さんはそんなことに少しも臆することはなかったと言う。ま
さに正義の味方、月光仮面じゃないか。

月光仮面になってみる？その１

 『地女連』の充て職で市議会議員などの給与について審議す
る『特別職給与報酬審議委員』を務めたときのこと。
「自分の意見で給与が変わるってとても責任ありますから、簡
単に発言できないですよ」そこで佐藤さんは、色んな立場の方
にインタビューした。「個人商店の方、若い主婦の方、学生、80
歳過ぎた年配の方、皆の話をまとめてこれが皆の意見だと提出
しました。中身がないことを言うだけでは違う気がして。引き
受けた責任がありますから」

「NOからは入らないようにしています。否定から入ると、人は
その時点でシャッター降ろしちゃいますよね。だから一回、受
け止めてからでないと返してはいけないと思っています」

　「どうせやるなら笑顔で引き受けるようにしています。例え
ば、子どもに頼まれたとき、最初からできないって拒否すると
不満を残すだけなので、やってからあの時は大変だったと言っ
た方が伝わります。子どもにとって、『やってくれた』その気持
ちが大事なんです」

その２

その３

その４

『地女連』のさまざまな活動

NOから入らない！

引き受けたことには責任を持つ！

引き受けるなら笑顔で！

大事なことはコミュニケーションと責任
　『地女連』の歴史は73年と長く、昔の婦人会から始まる。当時の
婦人会は、日進在住の女性は結婚すると自動的に登録された。婦人
会は姑に気を遣わずに出て行ける唯一の居場所だった。集まって世
間話や農作物の話をしたりして、とても活発だったそうだ。
　時代とともに共働きが増えると、次第に各地の婦人会が消えて
いった。「解散しようかという話もあったらしいですが、解散したら
終わりだからと、日進全部の婦人会を取り込んで続けてきたと聞い
ています」。
　各地域の婦人会が点在している日進にとって、コミュニケーション
は大切で、親睦会や講演会を開き、それぞれの婦人会同士の交流を

図ってきた。「『地女連』は地域のコミュニケーションがいかに大事
かということをずっと推進してきた団体です。今、働いている方も必
ず定年がきます。そのときに地域とつながりを持っていない人たち
の受け皿を失くさないように皆で維持しながら、楽しいことや役に
立つ情報を発信していきたいと思っています」
　「今後は、虐待防止活動に力を入れていきたいんです。虐待をし
ている人がどうすれば虐待をせずにすむのか、虐待をしてしまいそ
うな人を止められるのか、専門的な情報を集めて発信していきたい。
今、虐待をしている親を育てたのは私たちの世代なので、育てた責
任を果たしていかなければと思います」。
　日進にはいざというときの受け皿はある。私たちは安心して暮ら
そう。言動に責任を持ちながら。

「愛知池の魅力発見！渡り蝶を通じて生物多様性を学ぶ」 事業の今

　２０１５年、長年、愛知池で植物の保護や保全活動をしている
「愛知池友の会」が提案した「愛知池魅力発見！渡り蝶を通じ
て生物多様性を学ぶ」事業が日進市に採択された。
　当時、水資源機構愛知用水管理所より借りた荒れ地は、「愛
知池友の会」の皆さんの尽力により、今では初秋に絶滅危惧種
のフジバカマなどが咲き誇り、渡り蝶「アサギマダラ」が旅の途
中、休息に立ち寄るバタフライガーデンに生まれ変わった。
　毎年マーキング調査も行い、昨年１０月に近藤裕貴日進市長
がマーキングした一頭は、約820km離れた鹿児島県の屋久島で
確認された。
　「昨年はたくさんのアサギマダラが飛来しました。今年も頑
張りますので楽しみにしていてください」。愛知池は生物の宝
庫。今秋、アサギマダラに会いに愛知池に出かけてみては。

　2015年発行の6号から特集を組み、まちや社会の課題に取り組む団体や個人を取り上げて、その生き方や思いを
伝えてきた。9号でご紹介した「6月は環境月間　環境について考えよう！愛知池に渡り蝶の来る丘を!!」のその後
はどうなったのだろう？「愛知池友の会」代表の飯塚さんにお聞きした。

1 2

4

3

佐藤さんに学ぶ生き方・生活の知恵 ?!

日進市地域女性団体連絡協議会
）藤佐（ 6785-4598-090  ：LET

5

にぎわい NEWS

20 号記念

佐藤さんのお話には、人生の
教訓にしたいものや取り入れて
いきたいことがたくさん
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遊び感覚で楽しみながら
　40年前、夫の転勤で日進に移り住んだ佐藤さんは、早期退職し
た53歳まで生命保険会社の営業職として懸命に働いていた。その
間は家庭と仕事で手一杯で、地域とのつながりはほとんどなかっ
た。退職してみると家以外、居場所がないことに気づき驚いた。
　「どうしよう、何かしたいと思っていたときに、回覧板で『折戸
女性会着付けクラブ』のチラシを見て、やってみたいなと軽い気持
ちで入会したんです」これが佐藤さんの市民活動の始まりだ。
　『折戸女性会』の地区リーダーを務めていた頃、当時の『地女
連』の会長が病気になってしまった。「その方に頼まれましてね。
あなたが倒れたら困るから」と佐藤さんが後を引き継ぐことに

なった。最初は着付けクラブだけのはずが、今では3団体に籍を置
いている。
　『地女連』の会長になって3年。最初は無我夢中で、要否を見極
めて不要なものはやめていこうと考えた。不要だと思うものに毎年
行われる一泊研修があった。費用もかかるし、それよりももっと社
会情勢だとか虐待問題だとか、やるべきことがあるのではないの
か。そう思いながら参加した一泊研修で、寝食を共にするうちに考
えが変わっていった。「これは必要。絆が大事。絶対にやめてはい
けない。意気込んでやるよりも他の役員さんの声に耳を傾けて、一
緒に歩んでいく方がいい会になる」『和を以って貴しと為す』だ。
　「活動は楽しいですよ。遊び半分でやるのはだめだけど、遊び感
覚で楽しくやる。いろんな人に会えるし、日進のことが隅々までわ
かることがおもしろいですね」

婚活で地域活性化！
　『地女連』の活動の一つに『にっしん婚活応援事業』がある。
地域活性化のために始めた、10年以上続くメイン事業だ。企画か
ら運営まで全てを行い、毎回5～10組のカップルができている。　
「どの子が気になるの？ちょっと待っててよー」会場では参加者の
様子に目配り気配りしながら、役員さんたちは忙しそう動き回る。
「来てくださる方がみんな真剣だから、何とかしてあげたいんで
す。だから役員みんなが世話焼きおばさんに
なって忙しいですよ」と笑顔で話す。
　「近々、結婚される方たちがいるよう
で、結ばれると嬉しいですね」。今までに
16組程がゴールインしているそうだ。ここで
の出会いが生涯の縁を結ぶ。『地女連』の活動
は人と人と、人と地域のつながりをつくっている。

①年 2回、街頭で交通安全啓発グッズを配付している
②わいわいフェスティバルにも毎年、出展している
③旧市川家住宅ひな祭りおもてなしの様子
④岩崎城菊花大会おもてなしの様子
⑤年 2~３回発行している『地女連だより』
各地区の盆踊りの踊り手や成人式のお手伝いなど、
縁の下で地域を支えている

　子どもの頃の夢は正義のヒーロー月光仮面。高校生のとき、
障がいを持つ同級生がスリッパを投げられたり、つばを吐かれ
たりしてイジメに悩んでいた。「私に任せなさい」と、休み時間
に室長を呼び出し注意した。さらに担任の先生にも「あなたの
クラスはなってない。イジメをしている」と怒ったそうだ。　　
　それからその子へのイジメは収まり一件落着。しかしその
後、矛先は佐藤さんに向けられた。文化祭で司会を勤めたと
き、男子から「ばか死ね」などの罵声が飛んできた。しかし佐
藤さんはそんなことに少しも臆することはなかったと言う。ま
さに正義の味方、月光仮面じゃないか。

月光仮面になってみる？その１

 『地女連』の充て職で市議会議員などの給与について審議す
る『特別職給与報酬審議委員』を務めたときのこと。
「自分の意見で給与が変わるってとても責任ありますから、簡
単に発言できないですよ」そこで佐藤さんは、色んな立場の方
にインタビューした。「個人商店の方、若い主婦の方、学生、80
歳過ぎた年配の方、皆の話をまとめてこれが皆の意見だと提出
しました。中身がないことを言うだけでは違う気がして。引き
受けた責任がありますから」

「NOからは入らないようにしています。否定から入ると、人は
その時点でシャッター降ろしちゃいますよね。だから一回、受
け止めてからでないと返してはいけないと思っています」

　「どうせやるなら笑顔で引き受けるようにしています。例え
ば、子どもに頼まれたとき、最初からできないって拒否すると
不満を残すだけなので、やってからあの時は大変だったと言っ
た方が伝わります。子どもにとって、『やってくれた』その気持
ちが大事なんです」

その２

その３

その４

『地女連』のさまざまな活動

NOから入らない！

引き受けたことには責任を持つ！

引き受けるなら笑顔で！

大事なことはコミュニケーションと責任
　『地女連』の歴史は73年と長く、昔の婦人会から始まる。当時の
婦人会は、日進在住の女性は結婚すると自動的に登録された。婦人
会は姑に気を遣わずに出て行ける唯一の居場所だった。集まって世
間話や農作物の話をしたりして、とても活発だったそうだ。
　時代とともに共働きが増えると、次第に各地の婦人会が消えて
いった。「解散しようかという話もあったらしいですが、解散したら
終わりだからと、日進全部の婦人会を取り込んで続けてきたと聞い
ています」。
　各地域の婦人会が点在している日進にとって、コミュニケーション
は大切で、親睦会や講演会を開き、それぞれの婦人会同士の交流を

図ってきた。「『地女連』は地域のコミュニケーションがいかに大事
かということをずっと推進してきた団体です。今、働いている方も必
ず定年がきます。そのときに地域とつながりを持っていない人たち
の受け皿を失くさないように皆で維持しながら、楽しいことや役に
立つ情報を発信していきたいと思っています」
　「今後は、虐待防止活動に力を入れていきたいんです。虐待をし
ている人がどうすれば虐待をせずにすむのか、虐待をしてしまいそ
うな人を止められるのか、専門的な情報を集めて発信していきたい。
今、虐待をしている親を育てたのは私たちの世代なので、育てた責
任を果たしていかなければと思います」。
　日進にはいざというときの受け皿はある。私たちは安心して暮ら
そう。言動に責任を持ちながら。

「愛知池の魅力発見！渡り蝶を通じて生物多様性を学ぶ」 事業の今

　２０１５年、長年、愛知池で植物の保護や保全活動をしている
「愛知池友の会」が提案した「愛知池魅力発見！渡り蝶を通じ
て生物多様性を学ぶ」事業が日進市に採択された。
　当時、水資源機構愛知用水管理所より借りた荒れ地は、「愛
知池友の会」の皆さんの尽力により、今では初秋に絶滅危惧種
のフジバカマなどが咲き誇り、渡り蝶「アサギマダラ」が旅の途
中、休息に立ち寄るバタフライガーデンに生まれ変わった。
　毎年マーキング調査も行い、昨年１０月に近藤裕貴日進市長
がマーキングした一頭は、約820km離れた鹿児島県の屋久島で
確認された。
　「昨年はたくさんのアサギマダラが飛来しました。今年も頑
張りますので楽しみにしていてください」。愛知池は生物の宝
庫。今秋、アサギマダラに会いに愛知池に出かけてみては。

　2015年発行の6号から特集を組み、まちや社会の課題に取り組む団体や個人を取り上げて、その生き方や思いを
伝えてきた。9号でご紹介した「6月は環境月間　環境について考えよう！愛知池に渡り蝶の来る丘を!!」のその後
はどうなったのだろう？「愛知池友の会」代表の飯塚さんにお聞きした。
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佐藤さんに学ぶ生き方・生活の知恵 ?!

日進市地域女性団体連絡協議会
）藤佐（ 6785-4598-090  ：LET
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佐藤さんのお話には、人生の
教訓にしたいものや取り入れて
いきたいことがたくさん
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